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の結論を得るまでにたどった道虜に '忠実にしたがって書いていこうとい うわ -:＼ヽ





ト21m憲 +磯 十 蓋 ㌘ 〕- Ez鰯 ,,
zfO)'= 0
ですo こ こ で ､ eキ0 なら遠心力のポ≠ンシャル e(e+1)/2皿Ⅹ2 はつねに正
です｡ そ こで､
｢Le皿正巳 ハ ミール トニアンH I H2 があり､ Hl-H2 は座標のみの函数で､
つねに正であればfll,H2の基底エネルギーEl,宜2は玉l>E2 となる. ｣-
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この場合､第 0近鉄としてはx>0に局在した状顧 轡 と､Ⅹ<~0に局在 した







ですo deも.≡ 0 よりェネルギーは､
丑-軍oj=l<叫 SvIL?I



















伊 は一般に原点で徽係数窄甲連続ですO ¢SでfIの期待畳を求めてみ ましょ∫




+l/_三顧 fI尊 さdx (8-+0)
一179-
物性理論研究室
脚 はfIの固有函数ですから､第-項､第二勤 ま簡単で･ 8-+0 の時私 を
与 えますO第三項で ポテンシャルをはさんだ項は, 6-十0 で消えて､結局
･亀間鴨>-私一志 fes御 意 轡 dx {4,



















¢三野 Ⅹ > 0










ここで4>A は-殻に原点で函数の値が不連続ですo Lたがってd中座 レ 触 x即か
㌔顧 /dx2∝ SJtx)で第二項の積分は-
2呼,/je脚 - dx--2Qs(0,(鷲 )0
となって､ これは負で発散 します｡ですか らこの場合はr5)に対応した蘭係 は得
られずJ 6)の逆は成 り立ちませんOただし･ もし璽0)- 0となって串和 ま,
了轡 は函数の値が不連続ではなくな｡･宜註 私 が証明され ますo すなわち､











て対称ですo vに もranBlaもionalsyⅢmeもry は仮定 しませんから,外力の
れ……IE三;,Jut;::三言07三三芸芸≡芸…芸警 ‡≡ ここ禦 警 詳 ･:･琵 芸









ような函数埴 そのnodalplaneの所で折 ｡返して対称な函数転を終 るので
すがーそれにはつぎのようにします○Ⅹ1････XNがあ-る値コこ10.-･･xNOをとる所で
¢S七=Qoと定義し_あとは′35･･･.軸 を連続的に変えていってQoを反対称にして










Qs(xl-･-XN)-橘 を1･････軸 )I (9)
としてかまいません｡
(8)またはt9圧 定義された4･Sは¢OのnOdalplaneの上で函数の値は0となり､
































用できな くなりますが_私 たちがあつか う問題ではそんなことはまずありませ
んので,実際上定理は証明されたとしてよいかも知れませんC
40 応用例､応用してはいけない例
｢例 1 ハミル トニアンがスピンによらず､ また運動量の三次以上の項を含
まぬな らば､ニケのフェ ル ミオン (ス ピン均 の基底状態はsingleも である｣
singlet では故効函数のス ピン部分が反対称ですから座標部分は対称であ





｢例 2 最外殻にニケの電子をもつ原子ーの基底状態 はBingle七であるO｣
閉穀の電子の影響をポテンシャルにおきかえたとすれば､問題は例 1に帰着
して上のような結論になります｡しかし､例 えば最外殻がp軌道の場合にはー









































ぇば/ もransferを最隣接格子点のみで考える)ではⅣ与 (勘 ま格子点の数)
;芸這喜三三芸芸三三ft;tlb,霊芝.i芸 志望三 芳 芸慧 :･≡…謬 執
ります｡さて､そこで粒子問に ∂函数型､すなわち粒子がニケ同じ格子点にき
た時にだけ作用するような反串カが働いたとします｡ フェ ル ミ粒子の場合は､
もともとバクZ)原理で同じ格子点にニケの粒子は来れないのですから､このよ
うな相互作用はあってもなくても同じで,基底エネルギーはfreeの場合と変
りません ｡ ･ポーズ粒子の場合は､このような相互作用に よっても状態は変わ り､
基底エネルギーも変化しますOその変化の向きは､ iOで証明したIeⅡma か ら
醜かなように正にな ります｡すなわち.この場合はポーズ糸の基底エネ}t'ギー
をより上になりますo
この例からわか りますように､ハ ミル トニアンがno打Tlocaユですと定理は
～殻には成 り立ちませんoLかし､noI〕rloGalであっても成 り立つ場合もま･
た沢山ありますから､おそらくハ ミル トニアンに対する何か条件があって､そ
の条件がみたされれば定理は成り立つということになっているのであろうと思
われますOそれでは,その条件とは一鉢どんな ものであるのか,いまの私たち
は答をもってお りませんo
以上､泉たちがやりました議論は､どこか教科書にでものっているわかりき
った事なのでしょうか?文献なせ御存知の方があtlました ら_お教えいただけ
れば幸いです｡
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